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基調講演 

日本におけるフィランソロピーの仕組み～個人の志しをＮＰＯの発展のためにどう生かすか～ 

山 岡 義典 （日本NPOセンター副代表理事） 

１．ＮＰＯはなぜ必要か？ 
   ー歴史的背景を踏まえてー 

政府の対応        

個人や家族の
自己責任 

その限界 

その限界 

その限界 その限界 

⇒ 

ＮＰＯの必要性 

市場の対応 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

政府・市場・NPO 

の協働による対応 

の必要性 



  

   ① 先駆的に取り組む  

      ⇒ 営利を目的としないで公的に認知される以前のサービスを提供する 

     ⇒ 認知されれば制度的に保障された取り組みになる 

 ② 多様な考え方で取り組む  

     ⇒ 受益者にとっては多くの選択肢のあるサ－ビスが得られる  

     ⇒ 行政や企業のサービスと併存することで社会の豊かさが増す 

 ③ 人間的な立場を大切にして取り組む  

      ⇒ 一人一人に対応した精神性の高いサービスが得られる  

     ⇒ 行政や企業で対応するには限界がある 

 ④ 第三者の眼で行政や企業を批判的にみつめて提言する  

      ⇒ 行政や企業のあり方に変革をもたらす 

      以上を通じて、 

     社会的な課題の解決や新しい社会づくりに向けて役割を果たす 

                           ⇒社会変革の担い手になる 

２．ＮＰＯの社会的な意義 
ー行政や企業との関係においてー 

   
 

Ｐ Ｇ Ｏ Ｃ 

          このいずれもがソーシャルアクションの担い手 

  

Nonprofit Person Nonprofit Group Nonprofit Org. Nonprofit Ｃｏ. 

個人（ボランティア） 集団(グループ） 組織（任意団体） 組織（法人） 

広い意味のＮＰＯ 

狭い意味のＮＰＯ 

仲間づくり 規約づくり 組織の制度化 

Mission（組織の社会的使命） 

Passion（個人の情熱） 

３. ＮＰＯの成り立ち 
ーその生成：個人のパッションから組織のミッションへー 

狭い意味でのNPO 

（NPO法人） 

広い意味でのNPO 



地域産業組織 地縁組織 

４．地域における連携（参加・協働）の構図 
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助成 

５ NPOを支える財源の構成 
ー財政面から組織基盤を考えるー 

内 発 的 
（一般に小口だが安定的） 

外 発 的 
（一般に大口だが変動的） 

対 価 性 
（課税性） 

支 援 性 
（非課税性） 

会費（支援性の） 

定常的な寄附 

非定常的な寄附 

募金収入 

基金からの果実 

会費（対価性の） 

集会等の参加費 

印刷物の売上 

講師派遣収入 

介護保険収入 

その他のサービス収入 

行政からの補助金 

財団や基金の助成金 

企業の助成金や協賛金 

個人や企業からの特別の
寄附 

行政からの 

委託事業収入 

企業からの 

委託事業収入 

Ⅰ－① Ⅱ－① 

Ⅰ－② Ⅱ－② 



６ 助成金を組織基盤の強化にどう活かすか？ 

内 発 的 ⇒ NPOの基本活動を支える 

外 発 的 ⇒ NPOの立上がりや飛躍を支える 

対 価 性 支 援 性 
Ⅰ－① Ⅱ－① 

Ⅰ－② Ⅱ－② 

助成金等 受託事業力をつける 

自主事業力をつける 
共鳴者を増やして 

会費や寄附を増やす 

・助成金はⅠ－②の財源 

     ⇒その財源で、どう効果的な活動を展開し、組織の基盤を固めるか 

     ⇒その成果を、Ⅰ－①、Ⅱ－①、Ⅱ－②の財源の拡充にどう活かすか 

さらに 

他の助成金等を獲得する 

ご清聴、 
ありがとうございました。 


